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はじめに

イワガキ（Crassostrea nippona）は，イタボガ

キ科に分類され，北海道南部から九州までの日本

各地の潮間帯以深に分布し，夏期に食用とするこ

とが可能なカキとして流通している１）．島根県で

は平成６年に隠岐郡西ノ島町の漁業者がイワガキ

養殖を始め，平成10年度から島根県栽培漁業セ

ンター（当時）でイワガキ種苗の量産が開始され，

平成21年度の稚貝要望数量は100万個以上となっ

た．成貝の販売生産額は平成19年度に１億円を

超え２），隠岐地域では重要な産業となっている． 
イワガキ種苗生産の工程は，採卵し浮遊幼生を採

苗器に付着させて室内の水槽で飼育する「室内飼育」

と，付着稚貝を海上の生け簀で垂下して出荷サイズ

（殻高約10mm）まで飼育する「海面飼育」に大きく

分けられる．この室内飼育から海面飼育へ付着稚貝

を移す過程を「沖出し」と呼んでいる．沖出し後の

稚貝は天然プランクトンを餌料とするため，室内飼

育と異なり飼育管理コストが掛からない．そのため，

稚貝が生理的に自然環境に適応できる範囲内でなる

べく早く沖出しすることが望ましい．

沖出し後の稚貝の生残・成長については各海域

で報告があり，沖出しサイズの検討も行われてい

る３-７）．沖出し後の生残率は海域ごとに大きく異

なっており，大分県沿岸域では中川ら６）が殻高

0.5mm からの沖出しが可能としているのに対し，

京都府沿岸域では藤原７）が殻高2.0mm 前後が適

当としている．

これまで，島前海域（図１）では平均殻高１～

２mm で沖出しを行い，その後の大きな減耗もな

く，比較的安定した生残率を保ってきたが，今後

一層の生産コスト削減を図るため，付着稚貝の沖

出しサイズ別の成長，生残の関係から沖出しサイ

ズについて検討したので報告する．

材料と方法

供試貝の準備　採卵は平成21年10月１日に行

い，室内飼育及び海面飼育の一連の作業は，種苗

生産マニュアル８）に準じて従来通り行った．20

日間の浮遊幼生飼育を行った後，採苗器（付着

基質としてホタテガイの空殻35枚をロープに通

吉田太輔１・常盤　茂１

隠岐諸島・島前海域のイワガキ種苗生産における

付着稚貝の沖出しサイズの検証

Daisuke YOSHIDA and Shigeru TOKIWA

Inspection of optimal size of spat of hanging culture in the sea
in seedling production of “Iwagaki” Crassostrea nippona,

in Douzen sea area, Oki Islands

キーワード：イワガキ，付着稚貝，種苗生産，初期成長，生残率，沖出しサイズ

29

島根水技セ研報３,　29 ～ 32頁（2011年３月）



し，１連としたもの）に付着させたイワガキ稚貝

を用いた．室内飼育時の餌料は（株）日清マリン

テック製の商品名「サンカルチャー」（Chaetoceros 
calsitrans）を使用し，給餌量は成長に応じて２万

～９万 cells／ml まで除々に増加させた．飼育水

温は約26℃とほぼ一定で推移した． 
試験区の設定　沖出し時の付着稚貝の平均殻高

は A 区0.5±0.1mm（平均±標準偏差 ; 以下同じ），

B 区1.9±0.3mm，C 区3.4±0.4mm とし，同一水

槽で飼育し，採苗器に付着した稚貝がそれぞれの

試験区として設定した殻高となった時点で採苗器

１連を沖出しした．沖出し時期は A 区：10月22

日（日令22日），B 区：11月４日（日令35日），C 区：

11月25日（日令56日）であった．沖出し場所は

当部の沖合（水深10m）に設置した生け簀で（図

１），水深３～４m 層に垂下し，魚類による食害

を防ぐため目合い４mm の網（４×４×４m）に

採苗器を入れ（図２），平成21年12月16日まで試

験を行った．

試料の測定　測定は各試験区とも10月22日，

11月４日，11月25日，12月16日に行い，採苗器

の上・中・下部のホタテ殻１枚ずつを無作為に抽

出し，各ホタテ殻について，稚貝の付着数と殻高

を測定した．付着した稚貝の全数を数え，そのう

ち30個体について殻高を0.1mm 単位まで計測し

た．上・中・下部のホタテ殻の測定値を平均して，

生残率と成長を表した．なお，生残率（%）は（10

月22日の平均付着稚貝数）／（測定日の平均付着

稚貝数）×100とした．

結　　果

水温と生育環境　図３に海面飼育期間中の飼育

場所直近の水温の推移を示した．水温は20.9 ～

16.0℃と漸次降温傾向にあり，例年並みであった．

また，試験期間を通して注意報・警報となるよう

なまとまった雨は降っておらず９），採苗器上部に

はほとんど浮泥が見られなかった．また，全採苗

器で食害生物であるヒラムシ類（扁形動物）の付

着や，魚類による食害の痕跡も見られなかった． 
生残率　図４に生残率の推移を示した．A区は，

10月22日の試験開始時にホタテ殻への稚貝平均

付着数229.2±21.2個／枚であった．沖出し13日

目の11月４日には約６割の稚貝が斃死し，生残

率43.0％（稚貝平均付着数98.5個±14.4／枚）と

なったが，その後は斃死が少なく，沖出し55日目

の12月16日には生残率36.4％（83.4±16.6個／枚）

であった．B 区は，10月22日に稚貝平均付着数

157.3±37.4個／枚であった．室内飼育を継続し

ていた10月22日から11月４日まではほとんど斃

死せず，生残率は91.4％（143.8±36.8個／枚）で

あった．11月４日の沖出し後は緩やかに生残率が
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図２．海面飼育の様子
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低下し，11月26日に74.0％（116.4±27.3個／枚），

12月16日には63.1％（99.3±14.3個／枚）となった．

C 区は， 10月22日に稚貝平均付着数174.8±23.2個
／枚であった．11月４日までの室内飼育では，B
区と同様， 90.8%（158.7±19.8個／枚）と高い生

残率であったが，11月26日の沖出し前には軟体

部が無くなり殻を開いた斃死稚貝の貝殻が目立

ち，生残率も59.6%（104.2±11.4個／枚）まで低

下した．その後は目立った減耗はなく，12月16

日には生残率52.4%（91.6±9.9個／枚）となった． 
成長　図５に平均殻高の成長の推移を示した．

10月22日の試験開始時点では各区共に平均殻高

0.5±0.1mm であった．A 区は沖出し13日目の11

月４日には1.3±0.3mm と，室内飼育を継続して

いた B 区，C 区の1.9±0.3mm に比べて成長が停

滞した．その後はほぼ一定の割合で成長し，11月

26日に3.1±0.6mm，12月16日に5.8±1.5mm となっ

た．B 区は室内飼育を継続していた11月４日では

平均殻高1.9±0.3mm であり，沖出し後は最も成

長が著しく11月26日に4.1±0.5mm，12月16日に8.1
±2.2mm となった．C 区では10月22日から11月４

日までの室内飼育では，B 区と同様に平均殻高1.9
±0.3mm であったが，11月４日以降の室内飼育で

は B 区に比べ成長が停滞し，11月26日の沖出し時

点で3.4±0.4mm であった．沖出し後も最も低い

成長を示し12月16日には5.1±1.2mm であった．

考　　察

試験期間中を通して河川水及び浮泥の堆積による

稚貝への影響や，食害種のヒラムシの付着はなく，

また魚類による食害の痕跡も見られなかったことか

ら，得られた実験結果は稚貝の生理状態の環境への

適応状況を反映しているものと考えられる．

生残率は，各試験区の間で有意差が認められ

（t- 検定，p<0.05），最も早く沖出しした A 区が最

も低く，最も遅く沖出しした C 区がそれに次ぎ，

B 区は最も高かった．また成長については，各試

験区の間で有意差が認められ（t- 検定，p<0.05），
C 区，A 区，B 区の順に成長が悪かった．また，

日令35日で沖出しした B 区が最も生残率が高く，

成長も良い結果であった．最も早く沖出しした A
区では沖出し直後に生残率が大きく低下したこと

から，殻高0.5mm サイズでの沖出しは，斃死の

可能性が高いと考えられる．藤原７）も沖出し時

の稚貝サイズと沖出し後の生残との関係を調べ

た結果，殻高2mm 前後で沖出しした稚貝の生残

率が88.5% であったのに対し，殻高0.5mm 前後で

沖出しした稚貝では35.3% であったと報告してい

る．また，C 区については，11月４日以降の室内

飼育途中から成長が滞り，生残率も低下した．さ

らに，沖出し時に斃死稚貝が確認されただけでな

く，稚貝の殻の色が他の試験区に比べて顕著に薄

くなっていた．室内飼育では水温はほぼ一定であ

り換水も十分に行っていたことから，斃死要因と

しては餌環境に問題があったと考えられた．給餌

量は11月４日以降４万～９万 cells／ml を１日２

回与えていたが，（1）一度に給餌する量が多すぎ

た10），（2）総量が不十分であった，（3）ある程度

以上成長すると Chaetoceros calsitrans の単一給餌

のみでは必要とする栄養成分が十分得られなかっ

た，あるいは（4）これらの複合的な要因が可能

性として考えられた．

また，今回の試験で採苗器１連当たりの餌料コ

ストを試算すると，A 区沖出し（殻高0.5±0.1mm）

までで152円，B 区沖出し（殻高1.9±0.3mm）ま

でで334円，C 区沖出し（殻高3.4±0.4mm）まで

で1,138円を要した．B 区の殻高1.9mm サイズま

では334円と比較的安価なのに対し，C 区の殻高

3.4mm サイズでは1,138円と３倍以上のコストが

必要であった．これに対し A 区では，最も低コ

ストであり，試験終了時の平均稚貝付着数は A 
区83.4±16.6個／枚，B 区99.3±14.3個／枚，C 区

91.6±9.9個／枚と各試験区ともほぼ変わらない．

また，最適付着稚貝数が約60 ～ 80個／枚11）であ

ることから，コスト面では A 区の殻高0.5±0.1mm
サイズでの沖出しが最適と思われた．しかし，成
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長は A 区，C 区共に B 区に比べて悪く，試験終

了時の殻高は B 区8.1±2.2mm であったのに対し

て A 区5.8±1.5mm，C 区 5.1±1.2mm と，B 区に

比べそれぞれ2.3mm，3.0mm 小さかった．さらに，

生残と成長の関係を見ると，A 区では10月22日

の沖出し直後の大量斃死以降 B 区に比べ成長が

停滞したこと，C 区でも11月25日の生残率の低

下と成長の停滞時期が一致し，それ以降も成長が

滞っていたことから，付着稚貝初期の海面での餌

環境への不適応，或いは生理的ストレスが，その

後の成長阻害を及ぼす可能性が示唆された．一般

的に，生育初期に障害を受けた個体はその後も生

残率の低下，生育不良などの悪影響が現れやすい

ことから，養殖用種苗としては B 区の稚貝が適

していると考えられた．

以上のことから，従来から行ってきた B 区が

最も生残率が高く成長も良いこと，またコスト面

でも稚貝の生育に悪影響を及ぼさない範囲で安価

であったことから，従来通り殻高１～２mm サイ

ズでの沖出しが最適と考えられた．
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